
平
成
二
十
五
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
四
号

電
気
用
品
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令

電
気
用
品
安
全
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十

四
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
気
用
品
の

技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
七
年
通
商
産

業
省
令
第
八
十
五
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

電
気
用
品
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
全
部
を

改
正
す
る
省
令

目
次第
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条
）
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第
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）

第
三
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対
す
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保
護
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第
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）

第
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音
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さ
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第
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）
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条―

第
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）

附
則

第
一
章
　
総
則

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
用
品
安
全
法
第
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基

準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
一
般
要
求
事
項

（
安
全
原
則
）

第
二
条
　
電
気
用
品
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
、

人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る

お
そ
れ
が
な
い
よ
う
設
計
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
電
気
用
品
は
、
当
該
電
気
用
品
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
に
、
形
状
が
正
し
く
設
計
さ
れ
、
組
立
て
が
良

好
で
、
か
つ
、
動
作
が
円
滑
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
安
全
機
能
を
有
す
る
設
計
等
）

第
三
条
　
電
気
用
品
は
、
前
条
の
原
則
を
踏
ま
え
、
危
険

な
状
態
の
発
生
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
発
生
時
に
お

け
る
被
害
を
軽
減
す
る
安
全
機
能
を
有
す
る
よ
う
設
計

さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
電
気
用
品
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
み
に
よ

っ
て
は
そ
の
安
全
性
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
当
該
電
気
用
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
情
報
及
び
使
用
上
の
注
意
に
つ
い
て
、

当
該
電
気
用
品
又
は
こ
れ
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
等

へ
の
表
示
又
は
記
載
が
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
供
用
期
間
中
に
お
け
る
安
全
機
能
の
維
持
）

第
四
条
　
電
気
用
品
は
、
当
該
電
気
用
品
に
通
常
想
定
さ

れ
る
供
用
期
間
中
、
安
全
機
能
が
維
持
さ
れ
る
構
造
で

あ
る
も
の
と
す
る
。

（
使
用
者
及
び
使
用
場
所
を
考
慮
し
た
安
全
設
計
）

第
五
条
　
電
気
用
品
は
、
想
定
さ
れ
る
使
用
者
及
び
使
用

さ
れ
る
場
所
を
考
慮
し
、
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又

は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
設
計

さ
れ
、
及
び
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
表
示
を
さ
れ
て
い

る
も
の
と
す
る
。

（
耐
熱
性
等
を
有
す
る
部
品
及
び
材
料
の
使
用
）

第
六
条
　
電
気
用
品
に
は
、
当
該
電
気
用
品
に
通
常
想
定

さ
れ
る
使
用
環
境
に
応
じ
た
適
切
な
耐
熱
性
、
絶
縁
性

等
を
有
す
る
部
品
及
び
材
料
が
使
用
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

第
三
章
　
危
険
源
に
対
す
る
保
護

（
感
電
に
対
す
る
保
護
）

第
七
条
　
電
気
用
品
に
は
、
使
用
場
所
の
状
況
及
び
電
圧

に
応
じ
、
感
電
の
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
、
次
に
掲
げ

る
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
危
険
な
充
電
部
へ
の
人
の
接
触
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
、
接
近
に
対
し
て
も
適
切
に
保

護
す
る
こ
と
。

二
　
接
触
電
流
は
、
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

に
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
絶
縁
性
能
の
保
持
）

第
八
条
　
電
気
用
品
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
受

け
る
お
そ
れ
が
あ
る
内
外
か
ら
の
作
用
を
考
慮
し
、
か

つ
、
使
用
場
所
の
状
況
に
応
じ
、
絶
縁
性
能
が
保
た
れ

る
も
の
と
す
る
。

（
火
災
の
危
険
源
か
ら
の
保
護
）

第
九
条
　
電
気
用
品
に
は
、
発
火
に
よ
っ
て
人
体
に
危
害

を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な

い
よ
う
に
、
発
火
す
る
温
度
に
達
し
な
い
構
造
の
採

用
、
難
燃
性
の
部
品
及
び
材
料
の
使
用
そ
の
他
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
火
傷
の
防
止
）

第
十
条
　
電
気
用
品
に
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い

て
、
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
温
度
と
な

ら
な
い
こ
と
、
発
熱
部
が
容
易
に
露
出
し
な
い
こ
と
等

の
火
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
計
そ
の
他
の
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
機
械
的
危
険
源
に
よ
る
危
害
の
防
止
）

第
十
一
条
　
電
気
用
品
に
は
、
そ
れ
自
体
が
有
す
る
不
安

定
性
に
よ
る
転
倒
、
可
動
部
又
は
鋭
利
な
角
へ
の
接
触

等
に
よ
っ
て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損

傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
、
適
切
な
設
計
そ

の
他
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
電
気
用
品
に
は
、
通
常
起
こ
り
得
る
外
部
か
ら
の
機

械
的
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
危
険
源
に
よ
っ
て
人
体
に

危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ

が
な
い
よ
う
に
、
必
要
な
強
度
を
持
つ
設
計
そ
の
他
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
化
学
的
危
険
源
に
よ
る
危
害
又
は
損
傷
の
防
止
）

第
十
二
条
　
電
気
用
品
は
、
当
該
電
気
用
品
に
含
ま
れ
る

化
学
物
質
が
流
出
し
、
又
は
溶
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る

お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
す
る
。

（
電
気
用
品
か
ら
発
せ
ら
れ
る
電
磁
波
に
よ
る
危
害
の

防
止
）

第
十
三
条
　
電
気
用
品
は
、
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
の
あ
る
電
磁
波
が
、
外
部
に
発
生
し
な
い
よ
う
に
措

置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

（
使
用
方
法
を
考
慮
し
た
安
全
設
計
）

第
十
四
条
　
電
気
用
品
は
、
当
該
電
気
用
品
に
通
常
想
定

さ
れ
る
無
監
視
状
態
で
の
運
転
に
お
い
て
も
、
人
体
に

危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ

が
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
及
び
必
要
に
応
じ
て
適
切

な
表
示
を
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

（
始
動
、
再
始
動
及
び
停
止
に
よ
る
危
害
の
防
止
）

第
十
五
条
　
電
気
用
品
は
、
不
意
な
始
動
に
よ
っ
て
人
体

に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ

れ
が
な
い
も
の
と
す
る
。

２
　
電
気
用
品
は
、
動
作
が
中
断
し
、
又
は
停
止
し
た
と

き
は
、
再
始
動
に
よ
っ
て
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又

は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
す

る
。

３
　
電
気
用
品
は
、
不
意
な
動
作
の
停
止
に
よ
っ
て
人
体

に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ

れ
が
な
い
も
の
と
す
る
。

（
保
護
協
調
及
び
組
合
せ
）

第
十
六
条
　
電
気
用
品
は
、
当
該
電
気
用
品
を
接
続
す
る

配
電
系
統
や
組
み
合
わ
せ
る
他
の
電
気
用
品
を
考
慮

し
、
異
常
な
電
流
に
対
す
る
安
全
装
置
が
確
実
に
作
動

す
る
よ
う
安
全
装
置
の
作
動
特
性
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
安
全
装
置
が
作
動
す
る
ま
で
の
間
、
回
路
が
異
常

な
電
流
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
妨
害
に
対
す
る
耐
性
）

第
十
七
条
　
電
気
用
品
は
、
電
気
的
、
磁
気
的
又
は
電
磁

的
妨
害
に
よ
り
、
安
全
機
能
に
障
害
が
生
じ
る
こ
と
を

防
止
す
る
構
造
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
雑
音
の
強
さ

第
十
八
条
　
電
気
用
品
は
、
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い

て
、
放
送
受
信
及
び
電
気
通
信
の
機
能
に
障
害
を
及
ぼ

す
雑
音
を
発
生
す
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
表
示
等

（
一
般
）

第
十
九
条
　
電
気
用
品
は
、
安
全
上
必
要
な
情
報
及
び
使

用
上
の
注
意
（
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
（
昭
和
三
十
七

年
法
律
第
百
四
号
）
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
、
見

や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
方
法
で
表
示
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。

（
長
期
使
用
製
品
安
全
表
示
制
度
に
よ
る
表
示
）

第
二
十
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
製
品
の
表
示
は
、
前
条

の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

一
　
扇
風
機
及
び
換
気
扇
（
産
業
用
の
も
の
又
は
電
気

乾
燥
機
（
電
熱
装
置
を
有
す
る
浴
室
用
の
も
の
に
限

り
、
毛
髪
乾
燥
機
を
除
く
。
）
の
機
能
を
兼
ね
る
換

気
扇
を
除
く
。
）
　
機
器
本
体
の
見
や
す
い
箇
所
に
、

明
瞭
に
判
読
で
き
、
か
つ
、
容
易
に
消
え
な
い
方
法

で
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す
る
こ
と
。

（イ）
　
製
造
年

（ロ）
　
設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
（
消
費
生
活
用
製
品

安
全
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第

三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
設
計

標
準
使
用
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

（ハ）
　
設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る

と
、
経
年
劣
化
に
よ
る
発
火
、
け
が
等
の
事
故
に

至
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨

二
　
電
気
冷
房
機
（
産
業
用
の
も
の
を
除
く
。
）
　
機
器

本
体
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
明
瞭
に
判
読
で
き
、
か

つ
、
容
易
に
消
え
な
い
方
法
で
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
表
示
す
る
こ
と
。

（イ）
　
製
造
年

（ロ）
　
設
計
上
の
標
準
使
用
期
間

（ハ）
　
設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る

と
、
経
年
劣
化
に
よ
る
発
火
、
け
が
等
の
事
故
に

至
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨

三
　
電
気
洗
濯
機
（
産
業
用
の
も
の
及
び
乾
燥
装
置
を

有
す
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
電
気
脱
水
機
（
電
気

洗
濯
機
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
産
業

用
の
も
の
を
除
く
。
）
　
機
器
本
体
の
見
や
す
い
箇
所

に
、
明
瞭
に
判
読
で
き
、
か
つ
、
容
易
に
消
え
な
い

方
法
で
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す
る
こ
と
。

（イ）
　
製
造
年

（ロ）
　
設
計
上
の
標
準
使
用
期
間

（ハ）
　
設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る

と
、
経
年
劣
化
に
よ
る
発
火
、
け
が
等
の
事
故
に

至
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨

四
　
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
も
の
に

限
り
、
産
業
用
の
も
の
を
除
く
。
）
　
機
器
本
体
の
見

や
す
い
箇
所
に
、
明
瞭
に
判
読
で
き
、
か
つ
、
容
易

に
消
え
な
い
方
法
で
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す

る
こ
と
。

（イ）
　
製
造
年

（ロ）
　
設
計
上
の
標
準
使
用
期
間

1



（ハ）
　
設
計
上
の
標
準
使
用
期
間
を
超
え
て
使
用
す
る

と
、
経
年
劣
化
に
よ
る
発
火
、
け
が
等
の
事
故
に

至
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨

附
　
則

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
製
造
さ
れ
、
又
は
輸
入
さ
れ

た
電
気
用
品
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ

の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。
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